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令和２年度 ６月補正予算案の概要 

 

１ 総  括 

   新型コロナウイルス感染症対策として検査・医療提供体制の更なる強化を図るとと

もに、県内事業者への支援や児童生徒の学びの機会の確保等に要する経費について補

正予算を編成した。 

 

２ 補正予算の規模 

  一般会計                   １０７億４，１１８万１千円 

  （補正後累計                           ２兆 ２８５億８，５６６万７千円） 

 

３ 主な内容 

 ○ 感染拡大防止と第２波への備え 

  ・ 抗原検査の導入や民間検査機関におけるＰＣＲ検査体制の拡充 

                            １４億５，５２７万６千円 

  ・ 重症患者治療体制を強化するためのＴｅｌｅ－ＩＣＵ体制整備への助成 

                               ７，９００万円 

  ・ 市町村が実施する新型コロナウイルス感染症対策事業への助成 

                            １０億４，５００万円 

 

 ○ 中小企業に対する資金繰り支援 

  ・ 新型コロナウイルス感染症対応資金及び経営安定資金の融資枠の更なる拡大 

        （融資枠：８，０００億円 → １兆２，０００億円）    

    うち令和２年度支出分              ５６億２，６９０万円 

    うち令和３年度以降支出分＜債務負担行為の設定＞ 

                       限度額：１２７億５，７１０万円 

   

 ○ 地域経済活動の回復に向けた支援 

  ・ 飲食店等の休業により需要が急減している県産和牛肉等の消費拡大 

                             ６億４，２４４万８千円 

  ・ 「新しい生活様式」を踏まえた取組等を行う商店街への支援 

                               ４，３２６万円 

 



 ○ 学びの機会の確保に向けた環境整備 

  ・ 県立学校におけるＩＣＴ環境の早期整備による遠隔学習機能の強化   

                             ７億４，９６３万８千円 

  ・ 児童養護施設等におけるオンライン学習の環境整備への助成 

                               ６，０５０万円 

  ・ 公立小・中・高等学校等への学習指導員の追加配置  １億２，１７９万１千円  

 

 ○ その他 

  ・ 児童虐待や自殺予防のための相談体制の強化       ３，４９３万６千円 

  ・ 新型コロナウイルス感染症対策推進基金への寄附金の積み立て 

                             １億  ５２５万円 

  ・ 豚熱の発生予防・まん延防止に係る費用への助成     １，５２６万円 

 

４ 主な財源 

  ・ 諸収入                     ４６億７，９８０万円 

  ・ 国庫支出金                   ３６億２，１８７万９千円 

  ・ 繰入金                     １８億７，８１９万４千円 

  ・ 県債                       ４億５，６００万円 

 

 

   


